
遊ぶことが生きるチカラ！

が、森の中にはある

「『主体的・対話的で深い学び』を支える自然体験活動の意義」
～森林等を活用し、教科等と関連付けた「集団宿泊的行事」のススメ～

「森林環境教育・森林ESD」「緑の少年団」推進全国セミナー
2019年8月２９日（木）



Ｑ１．

あなたはこの子たちのように、落ち
葉のベッドに寝たことありますか？

Ｑ２．

あなたはこの子たちのように、海の
生き物を直接捕まえたり、触ったり
したことありますか？

会場のみなさんに質問です！



青少年の現代的課題

• 基本的生活習慣が身についていない。

• 基礎的な体力の低下、運動能力が十分発達していない。

• 対人関係が希薄で異年齢や異世代との交流がない。

• 自然体験等の直接体験が不足している。

• 学習意欲や勤労意欲が低く、コミュニケーション能力が低

下している。

出典：「学校で自然体験をすすめるために」自然体験活動指導者養成講習会テキスト
平成２２年３月 国立青少年教育振興機構発行



【指導者向け体験研修の取組事例】

〇教員免許状更新講習 〇指導者養成シンポジウム

【主体的で対話的な深い学びの実践】
体験活動の充実を図るため、先生方
に良質の体験を、①実際に体験し、
②指導法を学び、③その活用方策に
ついて考えていただいてます！

【教育改革に対応した指導者養成】
改訂学習指導要領の実施に応じて、
その最初の担い手となる幼児教育の
分野で要領改訂の趣旨等を鼎談形式
で解説し、学んでいただいてます！



【教科等と関連付けた集団宿泊活動の教育効果】

〇集団宿泊活動サポートガイド 〇事例集の作成



【集団宿泊活動を効果的に実施するための
「カリキュラム・マネジメント」】

自治体の
教育方針

学校基本法
学校教育法
学習指導要領

児童の実態
（学習・生活の
興味・関心）

地域・保護者
の要望



【集団宿泊活動を年間指導計画に適切に
位置付けるためのステップ】

ステップ１
集団宿泊活動で行う各教科等に関連付けて

年間指導計画を作成

ステップ２
集団宿泊活動実施計画の作成

ステップ３
各教科の実施案の作成



【「主体的・対話的で深い学び」の視点からの
授業改善の展開例】



【森林を活用した体験学習の取組事例】

〇国立曽爾（そに）青少年自然の家【森林調査隊】



【体験活動と学校の教科等との関連づけ】
①主体的・対話的な深い学びに体験は不可欠！
②社会科の授業と関連づけて授業時間の確保！
③体験後のふりかえりがとても大切！





〇国立能登青少年交流の家【マイスプーンづくり】





【先生の感想】
・子ども達が、実際に森林入ること
で、土がふかふかしていること、手入
れをしないと日光がさえぎられ樹木
が成長しないことを実感できた。

・のこぎりを使うことで、枝打ちや間
伐の大変さが理解できた。

・教科書の資料を提示することで、
学んだことを生かして考えたり、活動
と既習を結び付けたりすることがで
きた。

・社会科の授業で学んだことから新
たな疑問をもち質問を考えるなど、
主体的に学び、実感を伴った深い理
解になった。



【幼児の体験学習の取組事例】

〇国立妙高青少年自然の家「妙高の森遊び」

【林業のプロと一緒に遊び場づくり】
森の達人森林組合の方と自然の「カタ
チ」を活用して、木登りとか、子ども
が自ら「遊び」を工夫できる仕掛けが
いっぱいあります。はじめのお話で運
動のパネルを見せて、多様な動きをイ
メージしてもらってから活動します！



〇国立大雪青少年交流の家「森のあそび場プログラム」

子どもたちのために、保護者が一生懸命工
夫して創ってくれた「森の遊具」はどんな
テーマパークのアトラクションよりも楽しい、
かけがえのない遊び場です！





国立青少年教育振興機構の取組み・地域ESD拠点への可能性

◇AWAJI未来探検隊＠淡路

淡路島の魅力を実感することで、淡路島に誇りをもち、未来を創る青少年を育成する。

【対象】小学生

（漁協にて淡路の海の
豊かさを実感！）

（淡路島牛乳のルーツを
探る。〔授乳体験〕）

（全国ブランド淡路島
タマネギの定植体験）◇親子で遊ぼう！トントンランド！＠立山

親子で運動プログラムを体験し、幼児の運動能力を向上させるとともに、新たな遊びに発展させる
想像力やコミュニケーション能力を養う。

【対象】幼児とその保護者

（君もアスリート！） （タッチ the tree） （シート de すべろー）



◇北海道アウトドアフォーラム＠日高

教育・観光等の関係者が、立場を超えてつながり、道内の自然体験活動等のさらなる振興に資する。

【対象】青少年教育施設職員、環境教育関係者、観光事業者 等

（特別講演）
～山岳スキーヤー 佐々木氏～

（選択ワークショップ）
～ガイド講座～

（展示ブース）
～ポスター掲示～

◇研修支援＠全国２８施設

学校や青少年団体、青少年教育関係者等が、学習の目的に応じた主体的で効果的な活動を実施。

（参考）年間利用：青少年団体（約２万団体）、小中学校（約７千校）、教育関係施設・団体（約１万６千団体）

（スノーケリング） （登山） （野外炊事）

施設周辺の環境を生かし、ESDやSDGｓの要素も取り入れた事業を展開！

（クラフト体験）



こどもたちに豊かな人間性を育

む体験活動に必要な事は！

• 子どもたちが五感を使う本物の体験を！
バーチャルじゃなくリアル、そしてその道のプロがいる体験を！

• 大人・指導者の本気を見せましょう！
大人・指導者が本気になった姿は、それだけで子どもたちにいい感化を

与えます！

• 体験活動の中で大切にしたいこと！
ただ体験する（行為目標）だけでなく、体験から学ぶ（状態目標）ことを

重視する！



子どもたちと体験を共有し、

子どもたちと正対してコミットする姿勢が

子どもたちを育てます！

ご清聴ありがとうございました！


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	青少年の現代的課題
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	【集団宿泊活動を効果的に実施するための�　「カリキュラム・マネジメント」】
	【集団宿泊活動を年間指導計画に適切に�　位置付けるためのステップ】
	【「主体的・対話的で深い学び」の視点からの�　授業改善の展開例】
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	国立青少年教育振興機構の取組み・地域ESD拠点への可能性
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21

